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中学英語においてまとまりのある英文を書くことができる指導の工夫

生徒の実態 単語のつづりを正しく書いたり、正しい語順で書いたりすることが苦手で、ある程度のまとまった量の文を書くことができない。

原 因
○単語のつづりを正しく覚える工夫が不十分。

○単語の意味や語の役割を正しく理解できず、正しい語順で文が書けない。

○まとまりのある英文を書くときの文章の構成のしかたが十分に身に付いていない。

まとまりのある英文を書くことができる生徒
目指す

生徒像

解決策と結果

①単語のつづりを正しく覚え、正しく書くことができる。

②英文を書くときに、正しい語順で書くことができる。

③５文程度の内容的にまとまりのある英文を書くことができる。

手だて① 繰り返し単語練習ができるワークシートを作る。

手だて② 「主語」と「動詞」が視覚的に分かるようにする。

手だて③ 文章構成のしかたがわかりやすくなるモデル文を工夫する。

成果

課題

○単語練習で覚え、語順を正しく理解し、モデル文を参考にすることで、まとまりのある英文を書くことができるようになった。

○指導を継続する中で、より多くの文を書こうとする生徒が出てくるなど、全体的に意欲が高まってきた。

○わからない単語を進んで調べようとするなど、正しく書く意識が高まってきた。

○ すべての生徒が積極的に単語練習できるように、単語練習シートの改良が必要である。

○ Word Listを用意するなど、全員が5文以上の英文書るようになり、さらに表現の幅が広げられるような工夫が必要である。

日頃の学習として、家

庭学習で単語練習シー

トを使って単語を書く

練習をし、授業の中で

毎時間単語テストを行

った。

語順指導での板書の例

「主語」＋「動詞」を１つのセットとして、正しい語順を理解で

きるようにした。文法事項導入の場面で、「主語」を青い紙に、

「動詞」を黄色い紙に書き、それぞれを色で区別して黒板に貼る

ことで、正しい語順を意識させた。

文章構成のしかたを一つのモデル文として提示

し、それを基にまとまりのある英文を書く。

モデル文（自己紹介）

生徒の書いた

紹介文

左：自己紹介

右：学校紹介

単語練習の最初では、発音

にも注意しながら

母音を意識できるように単

語を虫食い状態にする

生徒へのアンケート結果（35名中）

「とても役に立った」 17名

「まあまあ役に立った」 11名

「あまり役に立たなかった」 5名

「全然役に立たなかった」 2名

生徒へのアンケート結果（35名中）

「とても役に立った」 15名 「まあまあ役に立った」 19名

「あまり役に立たなかった」 0名 「全然役に立たなかった」 1名

5文以上の英文が書けた生徒

（自己紹介） 35人中24人

（友達紹介） 35人中28人

（学校紹介） 35人中28人

－単語を繰り返し練習させるワークシートの開発と語順を意識した指導の工夫やモデル文の提示を通して－


